
シ
ム

赦
育
學
及
心
理
學
ハ
教
育
及
心
理
ノ
理
論
及
應
用
、
数
育
史
、
學
校
衛
生
ヲ

課
ス
圏
案
法
ハ
平
面
及
立
麓
闘
案
ヲ
授
ヶ
色
彩
學
ハ
主
ト
シ
テ
色
彩
美
ヲ
授
ク
、

用
器
甕
法
ハ
平
面
圏
法
、
投
影
圏
法
、
閾
法
幾
何
、
透
視
圏
法
、
陰
影
圏
法

ヲ
授
ヶ
且
ッ
製
園
ヲ
課
ス

英
語
ハ
主
ト
シ
テ
美
術
及
圏
驚
教
育
二
閥
ス
ル
叙
事
論
説
ノ
講
讀
ヲ
學
修
セ

自
在
聾
ハ
木
炭
聾
、
鉛
筆
聾
、
毛
筆
聾
、
水
彩
聾
等
ト
シ
石
秤
模
型
、
標

本
、
質
物
二
依
リ
テ
陰
影
、
濃
淡
及
色
彩
ヲ
授
ク
其
方
法
ハ
｛
島
生
ヲ
主
ト

シ
テ
兼
テ
見
取
及
考
案
ノ
カ
ヲ
練
習
セ
シ
ム
第
二
年
、
第
三
年
二
至
リ
テ

ハ
塗
板
上
ノ
練
習
ヲ
加
へ
第
一
一
一
年
ハ
殊
二
教
授
練
習
ヲ
主
ト
シ
テ
初
等
教
育

ヨ
リ
中
等
数
育
二
至
ル
数
案
ノ
編
成
ヲ
行
ハ
シ
ム

手
エ
ハ
粘
土
、
切
貫
、
厚
紙
細
工
、
竹
エ
、
木
工
、
金
工
、
漆
工
及
彫
塑
ノ

一
般
ヲ
授
ヶ
ソ
ノ
＿
意
匠
岡
案
ヲ
練
リ
且
ツ
手
エ
理
論
及
其
教
授
法
ヲ
課
ス

習
字
ハ
運
筆
ノ
練
習
ヲ
主
卜
、
ど
兼
テ
其
教
授
法
ヲ
授
ク

⑧

斎
藤
佳
三
の
図
案
科
改
革
意
見

斎
藤
佳
一
二
は
第
二
巻

(791
頁
）
に
記
し
た
と
お
り
、
大
正
八
年
、
図
案
科
に

新
風
を
吹
き
込
む
た
め
に
今
和
次
郎
と
と
も
に
講
師
と
し
て
起
用
さ
れ
、
大
い

に
生
徒
を
刺
激
し
た
。
彼
は
同
十
一
年
八
月
か
ら
十
二
年
十
一
月
に
か
け
て

「
社
会
及
び
社
会
教
育
に
関
す
る
装
飾
美
術
の
研
究
並
び
に
意
匠
に
関
す
る
研

究
」
を
目
的
と
し
て
欧
州
（
特
に
ド
イ
ツ
）
へ
私
費
渡
航
し
、
そ
の
際
、
本
校

か
ら

「
欧
州
に
於
け
る
装
飾
美
術
教
育
に
関
す
る
施
設
及
び
授
業
方
法
の
調

査
」
を
委
託
さ
れ
た
。
本
学
に
残
る
彼
の
『
図
案
及
装
飾
美
術
教
育
に
関
す
る

次
に

「
二
、
装
飾
美
術
の
新
意
義
及
其
領
域
」
と
題
し
、
装
飾
美
術
は
個

こ
の
報
告
書
は
謄
写
版
印
刷
の
小
冊
子

(
2
3
x
1
6
c
m
)
で
、
本
文
十
八
頁
、

ド
イ
ツ
国
内
工
芸
美
術
学
校
二
十
二
校
の
リ
ス
ト
（
提
出
の
際
に
添
付
し
た
各

校
の
規
則
書
は
現
存
し
な
い
）
四
頁
か
ら
成
り
、
大
正
十
五
年
五
月
十
五
日
に

斎
藤
が
執
筆
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
凡
そ
次
の
と
お
り
で
あ

る
。先

ず
、
「
一
、
図
案
の
有
す
る
領
域
及
使
命
」
と
題
し
て
、
我
が
国
に
お
け

る
現
今
の
「
図
案
」
観
念
は
頗
る
狭
く
、
「
図
案
」
の
活
用
領
域
は
工
芸
品
に

の
み
止
ま
る
と
い
う
観
が
あ
る
の
は
、
本
校
図
案
科
の
あ
り
方
に
も
一
因
あ
り

と
し
、
ド
イ
ツ
で
一
九

0
六
年
に
「
装
飾
美
術
に
関
す
る
新
意
識
」
が
樹
立
さ

れ
た
の
を
例
に
と
っ
て
、
「
装
飾
精
神
」
を
涵
捉
す
る
手
段
こ
そ
が
図
案
で
あ

る
と
言
う
。
そ
し
て
、
国
際
メ
ッ
セ
で
人
気
を
博
す
る
も
の
を
見
れ
ば
分
か
る

と
お
り
、
今
日
、
平
等
化
し
た
民
衆
文
化
の
要
素
で
あ
る
個
人
／
＼
の
福
祉
を

目
的
と
し
た
大
鎚
生
産
に
工
芸
の
目
標
を
定
め
る
べ
ぎ
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
時

代
精
神
、
時
代
趣
味
、
時
代
気
分
を
含
め
た
装
飾
精
神
が
発
揮
さ
れ
て
現
代
人

生
活
と
有
機
的
に
結
び
つ
く
製
品
が
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、

図
案
は
飽
く
ま
で
も
こ
の
装
飾
精
神
を
基
本
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
、
従
来
の
よ
う
に
「
た
ゞ
自
己
の
有
す
る
技
術
及
嗜
好
に
の
み
準
拠
す

る
工
芸
品
」
（
つ
ま
り
本
校
工
芸
部
に
お
け
る
一
品
製
作
の
美
術
工
芸
品
）
を

作
る
態
度
を
以
て
し
て
は
図
案
の
新
領
域
、
す
な
わ
ち
我
が
国
個
有
の
図
案
力

の
欠
所
を
補
い
発
達
さ
せ
た
と
こ
ろ
の
新
領
域
の
開
拓
は
で
き
な
い
と
、
暗
に

本
校
工
芸
部
の
あ
り
方
を
批
判
し
て
い
る
。

人
の
自
由
に
対
す
る
覚
醒
と
物
質
文
化
の
加
速
度
的
進
展
を
背
景
と
す
る
現
代

調
査
』
は
そ
の
報
告
書
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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「三
、

術美飾装

(A___ 、
畜誓

音
柴

人
の
生
活
慈
識
•

生
活
と
遊
離
し

た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し

、

次
の

表
を
示
す
。

装
飾
美
術
の
領
域
及
構
成
要
素
と
な
る
も
の

其 立 平行俵舞
物 体 面列式踊

／へ、戸ノ-—、一人—、
籍

画

装

飾

画

工
藝
美
術
品

工

藝

品

其
他
の
も
の

室

内

其

他

内
面
服

装
器

具

外

面

機

械

工
藝
品

都
市
、
庭
園
、
建
築
、
エ
藝
美
術
品

彫
刻
、
エ
藝
品
、
配
列
、
交
通
機
具
、

自
然
物
及
工
業
品
、
其
他

工
芸
美
術
の
領
域
」
で
は
、

一
品
製
作
の
工
芸
美
術
品
は
、
西
洋
、

東
洋
と
も
に
中
世
以
後
純
粋
美
術
品
と
同
様
に
価
値
を
高
め
て
き
た
が
、
装
飾

精
神
の
観
点
か
ら
見
る
と
そ
れ
は
偏
っ
た
発
達
で
あ
り
、
堕
落
で
あ
る
。
た
だ

し
、
良
い
工
芸
美
術
品
に
は
有
用
性
に
忠
実
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
閃
ぎ
出
ず

る
要
素
が
あ
り
、
そ
れ
は
装
飾
美
術
の
生
命
と
す
る
要
素
と
等
し
い
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
窓
味
で
は
工
芸
美
術
は
装
飾
美
術
の
良
き
単
位
と
な
す
こ
と
も
で

き
る
と
し
て
い
る
。

最
後
の
「
四
、
図
案
に
関
す
る
教
育
方
針
」
は
右
の
論
の
帰
結
と
し
て
の
本

校
図
案
科
教
育
改
革
意
見
で
あ
る
。
全
文
を
転
載
す
る
。

曾
て
隈
々
本
校
図
案
科
に
つ
き
、
論
ず
る
者
あ
る
を
聞
く
に
、
図
案
は
エ

工
藝
、
エ
藝
美
術
、
装
飾
美
術
、
に
関
す
る
閾
案
、
と
其
教
育

方
針

大
正
維
新
が
明
治
維
新
の
法
規
法
令
を
改
正
し
て
時
代
に
善
慮
し
つ
4

あ

る
と
同
然
、
図
案
教
育
に
関
し
て
も
今
日
の
意
識
に
順
應
す
べ
き
方
針
に
改

む
可
き
が
当
然
な
事
で
あ
り
ま
す
。

本
校
図
案
科
は
設
置
以
来
一
二
十
年
、

一
日
の
如
ぎ
教
程
に
あ
る
事
は
、
前

項
詳
述
の
図
案
の
本
義
か
ら
見
て
如
何
な
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
。
又
近
年
外

部
よ
り
、
本
校
図
案
科
の
存
在
意
義
を
疑
ふ
も
の
あ
る
を
聞
く
と
同
時
に
、

内
部
の
実
状
を
見
て
も
、
学
生
は
近
来
著
し
く
社
会
文
化
の
影
響
に
よ
り
て

自
意
識
高
ま
り
研
究
心
拉
に
批
判
力
向
上
し、

本
科
に
対
す
る
期
待
、
希
望

に
員
剣
味
を
現
は
し
つ
4

あ
り
て
将
来
の
図
案
家
、
或
は
装
飾
美
術
家
と
し

て
独
立
的
の
立
場
及
其
信
念
に
対
し
異
欣
な
る
要
求
を
示
し
来
り
つ
4

あ
る

今
日
依
然
と
し
て
工
藝
図
案
の
旧
套
教
育
を
以
て
し
て
は
察
す
る
に
頗
る
安

定
を
鋏
け
る
も
の
あ
る
を
見
聞
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

若
し
も
之
を
改
む
る
事
な
く
工
藝
図
案
専
修
の
み
を
標
榜
し
て
中
等
工
藝

学
校
図
案
科
の
延
長
の
意
味
に
よ
る
職
業
教
育
に
盤
す
も
の
な
り
と
せ
ば
、

そ
は
自
ら
高
等
工
藝
学
校
図
案
科
教
育
方
針
と
合
致
し
、
そ
れ
と
等
し
き
目

的
を
主
張
す
る
の
愚
を
演
し
、
且
つ
は
早
晩
、
標
的
確
固
た
る
高
等
工
藝
学

〔存〕

校
の
譲
尾
に
付
き
糟
粕
を
賞
む
る
の
悲
境
に
落
入
り
は
せ
ぬ
か
を
憂
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
何
を
以
て
本
校
の
立
場
と
な
し
、
面
目
を
維
持
せ
ん
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
せ
う。

況
や
今
日
生
け
る
美
術
と
し
て
、
生
活
の
藝
術
と
し

て
、
世
界
が
之
に
着
眼
、
愈
々
之
に
懸
命
な
る
研
究
と
奨
励
を
開
始
し
た
る

藝
術
上
の
図
案
あ
る
に
於
て
を
や
で
あ
り
ま
す
。
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図
案
科
に
於
て
は
先
つ

、
各
種
の
エ
藝
図
案
の
技
能
を
学
ば
し
め
、
而
し

藝
品
に
非
す
、
又
工
藝
美
術
品
に
も
非
ず
。
そ
れ
自
体
が
美
術
の
直
接
表
現

に
非
ら
ざ
れ
ば
藝
術
上
の
目
的
に
も
非
ず
之
を
本
校
に
置
く
事
は
本
校
の
本

質
に
合
適
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
り
ま
し
た
。

右
の
主
張
は
一
應
尤
も
な
る
所
見
の
様
で
あ
り
、
且
つ
今
日
ま
で
実
証
し

〔

績

〕

〔

解

〕

た
慮
の
成
積
を
見
て
は
、
此
一
般
的
の
見
界
に
於
て
、
実
に
左
も
あ
る
べ
し

〔
の
み
〕

と
首
頷
さ
る
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
耳
な
ら
ず
今
日
ま

で
一
般
社
会
が
利
用
し
つ
4

あ
り
し
図
案
の
程
度
に
於
て
は
実
に
必
す
し
も

本
科
卒
業
に
要
す
る
五
ヶ
年
の
長
年
月
を
要
せ
ざ
る
も
其
需
用
に
應
じ
得
る

成
績
を
揚
け
得
る
に
於
て
を
や
で
あ
り
ま
す
。

然
ら
は
右
の
所
論
及
右
の
状
態
な
る
が
故
に
図
案
科
が
果
し
て
本
校
に
存

在
せ
し
む
る
の
債
値
あ
る
や
な
し
や
を
問
ふ
も
の
あ
り
と
せ
ば
我
々
は
た
ゞ

呆
然
、
國
民
生
活
及
図
運
の
将
来
を
慮
り
て
か
4

る
暴
論
に
驚
愕
せ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

先
き
に
詳
述
せ
る
如
く
、

一
闊
民
族
の
生
活
様
式
、

一
國
文
化
の
統
一
的

表
現
は
、
其
國
の
有
す
る
図
案
力
の
程
度
以
上
に
出
づ
る
も
の
で
は
な
い
と

〔揮〕

云
ふ
意
義
を
噛
み
メ
め
、
其
本
義
を
発
輝
せ
し
め
ん
が
た
め
愈
々
本
校
図
案

科
を
以
て
我
国
唯
一
の
櫂
威
あ
る
学
府
と
な
し
、
此
意
味
に
於
け
る
図
案
科

及
装
飾
美
術
家
た
ら
ん
と
す
る
も
の
4

養
成
に
盛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

念
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
エ
藝
図
案
の
如
き
は
此
力
の
こ
ぽ
れ
に
よ
っ
て

も
可
能
な
る
も
の
と
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

薗
案
科
の
授
業
要
旨

従
て
本
校
図
案
科
の
授
業
要
旨
と
し
て
も
大
要
左
の
如
き
訂
正
を
要
す
る

事
と
思
ひ
ま
す
。

K
l
e
in
es 
B
a
u
.
 

K
o
n
st
r
u
k
t
i
o
n
 

て
乎
面
の
観
念
（
美
術
的
構
成
）
を
捉
ふ
た
め
に
装
飾
画
を
学
ば
し
め
、
次

に
立
体
の
観
念
（
空
間
の
美
術
的
構
成
）
を
捉
ふ
た
め
に
平
面
立
体
及
其
関

係
に
於
け
る
事
物
の
綜
合
に
関
す
る
組
織
図
案
即
装
飾
美
術
図
案
を
専
修
せ

し
む
る
も
の
と
す
。

実
習
と
し
て
絵
画
的
技
術
、
彫
刻
的
技
術
、
自
然
描
出
、
装
飾
画
及
図
案

を
専
攻
せ
し
む
る
も
の
と
す
。

各
学
年
に
配
当
す
る
学
課
と
し
て

一
、
各
種
工
藝
製
作
及
材
料
学

二
、
エ
藝
図
案
学

三
、
東
西
工
経
史

四
、
東
西
模
様
史
及
其
構
成

五
、
東
西
建
築
様
式
史

六
、
一
般
藝
術
史

七
、
服
装
、
住
居
学

八
、
生
活
様
式
学

九
、
構
成
構
図
学

+
、
意
匠
美
学

土
、
色
彩
学

主
、
立
体
用
器
画
法

士
―-、
語
学

姦
、
修
身
、
体
操

R
a
u
m
 K
u
n
st 

K
r
a
f
t
 u
.
 Be
w
e
g
u
n
g
 

M
a
f)e
n
,
N
a
h
l
e
n
.
 

S
t
o
ff 
M
ot
iv
 

〔

R
h
y〕

R
y
t
h
m
u
s,
 Le
it 
M
o
t
i
v
 

T
h
e
m
a
,
 To
n
.
 

〔

k
〕
C
o
m
p
o
s
i
t
i
o
n
.
 

尚
実
習
に
於
け
る
技
術
の
略
解
を
す
れ
ば

〔運

絵
画
的
技
術
。
生
物
（
人
物
を
含
）
風
景
及
人
工
物
の
窟
生
、
及
ピ
ン
ゼ
ル

筆〕

フ
ュ
ー
ル
ン
ク
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圏
案
。

L
i
n
e
a
r
e
 A
n
a
l
y
s
e
 

大
正
十
五
年
五
月
十
五
日

斎
藤
は
、
最
も
急
務
と
す
る
の
は
「
古
典
に
よ
る
製
作
方
面
」
を
担
任
す
る

者
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
た
め
教
育
が
そ
ち
ら
へ
偏
っ
て
い
る
図
案
科
に

「
現
代
装
飾
に
よ
る
製
作
方
面
」
の
教
官
の
指
導
性
を
も
っ
と
発
揮
さ
せ
て
、

（了）

彫
刻
的
技
術
。
立
体
美
の
蛸
位
を
修
得
す
る
実
習
に
し
て
、
生
物
の
実
寓
よ

り
進
ん
で
構
成
学
の
実
習

自
然
描
出
。
自
然
物
及
人
工
物
の
現
象
よ
り
構
成
の
箪
位
を
描
出
す
る
練
習

A
n
a
l
y
t
i
s
h
e
s
 N
a
t
u
r
z
e
i
c
h
e
n
 

K
o
n
s
truktiv
e
 A
n
a
ly
se
 

装
飾
画
。
装
飾
褻
術
の
観
念
を
平
面
に
表
現
す
る
技
術
を
習
得
せ
し
む
る
も

の
に
し
て
、
絵
画
科
の
領
域
に
非
ざ
る
独
立
的
境
地
の
開
拓
を
学
ば
し
む

る
も
の
な
り
。

は
学
課
及
実
技
の
修
得
順
序
に
應
し
て
課
す
る
問
題
に
し
て
、
自
己

の
意
匠
に
よ
る
新
案
を
製
作
せ
し
む
る
も
の
な
り
。

附
、

細
目
に
渉
る
教
授
法
及
施
設
に
関
し
て
は
絃
に
附
記
致
し
ま
せ
ん
が
、
現
状

の
急
務
は
少
な
く
と
も
実
技
殊
に
図
案
製
作
の
課
題
並
に
講
評
の
換
任
を

二

部
制
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
。

nu’ 
日い
〔典
〕

古
曲
に
よ
る
製
作
方
面
を
換
任
す
る
も
の
と
現
代
装
飾
に
よ
る
製
作
方
面
を

援
任
す
る
も
の
と
の
二
部
で
あ
り
ま
す
或
は
エ
藝
図
案
と
装
飾
図
案
の
櫓

任
を
区
別
し
て
も
い
4

と
思
ひ
ま
す

公
開
講
座
の
開
設

大
正
十
五
年
五
月
、
本
校
は
「
美
術
に
関
す
る
特
種
研
究
講
義
」
と
題
す
る

公
開
講
座
を
開
設
し
た
。
こ
れ
は
一
般
か
ら
聴
講
者
を
募
集
し
て
毎
週
土
曜
の

午
前
に
一
講
座
、
午
後
に
一
講
座
を
開
き
、
本
校
教
員
そ
の
他
が
専
門
的
講
義

（
無
料
）
を
行
う
も
の
で
、
開
設
の
事
情
に
つ
い
て
は
同
年
四
月
十
五
日
の

『
東
京
日
日
新
聞
』
が
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

美
術
學
校
が
…
…
民
衆
に
奉
仕

来
月
一
日
か
ら
始
め
る
公
開
講
座

東
京
美
術
學
校
に
赦
育
園
憫
な
ど
か
ら
公
開
講
座
を
希
望
し
て
来
る
け
れ
ど

官
立
の
専
門
學
校
と
し
て
一
般
民
衆
の
た
め
に
特
に
公
開
講
座
を
設
け
る
と

い
ふ
前
例
も
な
く
豫
算
も
許
さ
な
い
の
で
宜
現
し
な
か
っ
た
が
今
度
同
校
数

授
矢
代
幸
雄
氏
の
盛
力
と
某
赦
育
園
謄
の
寄
付
に
よ
り
文
郡
営
局
の
諒
解
を

得
て
公
開
講
座
の
賓
現
を
見
る
に
至
っ
た
、
こ
の
講
座
は
一
時
的
な
も
の
で

な
く
永
久
に
存
績
す
る
も
の
で
五
月
一
日
か
ら
開
講
さ
れ
る
講
座
は
同
時

⑨
 

前
者
、
後
者
に
同
等
の
比
重
を
協
い
た
教
育
を
行
う
こ
と
だ
と
主
張
し
て
い
る

が
、
当
時
生
徒
だ
っ
た
人
々
の
証
言
で
は
こ
の
主
張
が
直
ち
に
実
行
に
移
さ
れ

た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
右
の
意
見
書
の
内
容
は
、
昭
和
七
年
の
図
案

科
改
革
へ
向
け
て
学
内
の
意
識
を
徐
々
に
高
め
て
行
く
―
つ
の
要
因
と
な
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
新
進
の
図
案
家
森
田
武
が
助
教
授
に
起
用
さ
れ
た
り
（
大
正
十

五
年
四
月
）
、
田
辺
孝
次
が
在
外
研
究
の
上
で
西
洋
工
芸
史
の
講
義
を
開
始
し
た

（
昭
和
二
年
一
月
）
の
も
、
改
革
へ
向
け
て
と
ら
れ
た
措
置
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
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